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I .  緒言  

I - 1 )   野球選手の腰痛について  

腰部の障害は野球選手に多いとされ、他 競 技の選手 との比 較において高い割合 を示 し

ている。吉 田 ら 1 2 )はある医療機関を受診 した思春期時の選手の内 、脊椎分離症発症患者

の分布は野球選手 で 23 .7%、サッカー選 手で 20 . 3%、無 所 属 で 7 . 3%と報 告 した。また、

Han ga i ら 8 )は、野球選手における腰椎椎間板変性発症のオッズ比は 3 .2 3 と報 告 し、水 泳 、

バスケットボール、剣道およびサッカーのそれ (各 、2 .9 5、1 .6 4、1 .4 1 および 1 .2 4 )より高 いオ

ッズ比 を有 していることを示 した。さらに、同 研究は 8 )各競技の選手に対 して一生における腰

痛発症率を調査 し、野 球選手における腰痛発症のオッズ比は 7 .3 8 であり、水 泳 、バスケット

ボール、剣道およびサッカーのそれ (各 、2 .76、3 . 69、4 .67 および 2 . 84 )より高 いオッズ比 を有

していることを報 告 した。これらの調 査 より、野 球 選 手 は腰 部 障 害 を有 しやすいことが考 えら

れる。  

 

I - 2 )   素振 りについて  

野球の現場では、素振 りの反復練習は競技力向上に大 きく貢 献 していると考 えられてい

る。現 役 大 学 野 球 選 手 を対 象 に中 学 時 代 の野球 環 境 に関 してアンケート調 査 を実 施 した

奈良 ら 1 0 )によると、素 振 り練習 を「よくやった」もしくは「まあまあやった」と回答 した選手は、部

活動出身で 7 6 .9 %、硬 式 クラブ出身で 8 6 . 3%であった。その為 、中学時の野球環境を問わ

ず、素 振 りは多 くの時 間 を投 じて行 われている練 習 であると考 えられる。さらに、中 学 の野球

の試合は 7 イニング制 で、各選手は数打席投手 と対峙 して打撃動作を行 う。故 に 1 選手が

試合 を通 じて行 う打 撃 動作は少 ない。しかし、前 述 の吉田 ら 1 2 )は成長期の野球選手の脊

椎分離症発症割合は他競技選手に比べて高い事 を示 し、Ha ng a i ら 8 )は野球選手が他

競技選手に比べて腰痛を発症 しやすい事 を示 した。中学の野球環境において、 1 試合にお

ける打撃動作は数えるほどであるにも関 わらず、腰痛 を発症する野球選手が多い事から、野

球選手の腰痛は練習での打撃動作や投球動作が原因であることが示唆 される。  
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I - 3 )   腰部回旋の研究の現状について  

これまで野球に関する研究は様々存在 し、打撃動作中のキネマティクス的研究 6 )、バット

の力学的特性の解析 2 , 3 , 4 , 5 , 9 , 1 1 )、投 球動作中の肩関節のバイオメカニクス的解析 1 )等が

行 われている。しかし、腰 部 障害 が多 く、回 転 運動 を求 められる野 球において、脊 椎の回 旋

に着 目 した論 文 はなく、打 撃 動 作 における腰 部 挙 動 を示 した論 文 はない。これらは腰 部 回

旋を算出する仕組みが確立 されていないことが 1 つの原因であると考 えられる。そこで本研究

では、筆 者 が新 たに考 案 した体 表 マーカーの数 を増 やして詳 細 な腰 部 挙 動 を解 析 する方

法を用いて、素振 り動作中の腰部挙動 を検討 した。  

 

I - 4 )   目的  

新 たに考 案 した腰 部 挙 動 を解 析 する仕 組 みを用 いて、素 振 り動 作 中 の腰 部 挙 動 を算

出することが本 研究 の主目的 である。また、素 振 り動 作 の繰 り返 しによる腰 部 挙動 の変化 を

検討することが第 2 の目的である。  

 

I - 5 )   仮説  

本研究 で用 いる新 技法 は、3 次元的 に腰部挙動 を算出 し、骨 盤に対する腰 部挙動 が

明 らかになると考 えられる。また、第 2 の目的である素振 りの回数 と腰部挙動に関 しては、競

技 レベルが高 い選手 は素振 りの回 数 増加 に関 わらず腰部挙動 は変化せず、対 する競 技 レ

ベルが低い選手は過度の腰部挙動 を生 じさせると考 えられる。  

 

I - 6 )   意義  &  重要性  

本研究 により従 来 求 めることが難 しいとされてきた動 作中 の腰部 回旋 が算出可能 である

ことが明 らかとなれば、野 球 のみならず回旋 動作 を伴 う他 競 技 (テニス、ゴルフ、サッカーのキ

ック等 )における動 作 中 の腰 部回 旋 が算 出 することが可 能 となる。これは、各 競 技 の動 作 特
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性 を深 く言 及 し、指 導 者 に対 して指 導 方 法 を考 える機 会 を提 供 するだけでなく、指 導 者 や

選 手 が競 技 中 の動 作 を改 良 していく上 での資 料 提 供 に繋 がると考 えられる。そうすることで

選手の怪我の受傷 リスクを軽 減 しながらパフォーマンスを高 めていくことが可 能 となると考 えら

れる。したがって、本 研 究 の新技法によって腰 部回旋 を算出することは、間 接 的に選手 のパ

フォーマンスの向上に資すると考 えられる。  

また本研究において、素振 り動作の繰 り返 しによる腰部 挙動の変化およびレベル別の腰

部挙動の相違点 を検討することは、野 球現場にて数多 く行 われている素振 りの反復動作の

有用性 と危 険性 を提 唱 し、現 場 の選手や指導者 が良い素振 り動 作 もしくは良 い打撃 動作

を考 えるきっかけを提供することに繋がると考 えられる。  
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I I .  方法  

I I - 1 )  被験者  

被験者は某大学硬式野球部に所属する現役野球選手 8 名 (以下 、高 レベル群 )および

過去に野球経験が 5 年以上ある一般人 5 名 (以下 、コントロール群 )であった。被 験者特性

は表 1 の通 りである。コントロール群に属する被験者は、過去の野球経験から打撃動作 を問

題 なく行 えるものの、日常的にトレーニングや野球練習 を行 う習慣 を持たない者 とした。また、

被 験 者 リクルートに際 し、検 者 は重 い腰部 障害 (腰椎 椎間板ヘルニア、腰 椎 分離症 、腰 椎

すべり症 、腰椎 狭窄症等 )の有無 、15 0 回 の素振 りを行 うことが可 能であるかを口頭にて被

験者本人に確認 した。本研究により負の影響 を及ぼすと判断 した被験者は本研究 より除 外

した。以 上 の募集要項 を満 たした者に対 して、検 者 は実験に関 する説 明 を十 分に行 い、実

験 参 加 の了 承 を得 た。尚 、本 研 究 は早 稲 田 大 学 人 を対 象 とする研 究 に関 する倫 理 審 査

委員会の審査 ・承 認 を得 ている。  

 

 

I I - 2 )  計測機材  

素振 りセッションは 2 台の床反力計 ( Ki s t l e r 社製 )の上に乗った状態で行い、3 次元動

作解析システム M ot io n  A n a l ys i s ( M o t i on  A na lys i s 社製 、以下 :  MA )にて撮像 を行った。

MA を 8 台設置 し、被験者の素振 り動作 を撮像 した (図 1 )。MA による撮像は毎秒 25 0 フ

レーム、床反力の検出は毎秒 375 0 フレームとした。  
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I I - 3 )  素振 りセッション  

被験者は、素振 り動作 を 1 セットにつき 30 回 、合計で 5 セット 15 0 回を行 った。検 者は

全力で素振 りを行 うように指 示 した。実験 前 の野球従事者からの十 分 な聞 き込み調査 の結

果 、各セット間 のインターバルは 90 秒 、素振 りのテンポはメトロノームを用 いて 7 秒に統一 した。

これらの条 件は普段練習で行われている方 法 に一番近い形であると考 えられる。また、セット

内 の 1、10、2 0 および 30 回目のみ、被験者は投手側の足 (右打者の場合 ;  左足 )と捕 手

側 の足 (右 打者 の場 合 ;  右足 )でそれぞれの床反 力 の上 に乗 りながら素 振 りを行 った。それ

以外の回数時においては、被験者は床反力計から降 り、1m 側方の地点で素振 りを行 った。

また、期 分 けの際に用いるインパクト位 置 を定 義する為 、MA を用いて、実験開始前に被験

者本人が先端にマーカーが貼付 されたバットを自分のインパクト位 置で 10 秒間保持 し、その

位置の平均座標 をインパクト位置 とした。  

 

I I - 4 )  解析項目およびマーカー貼付位置  

本研究における解析項目およびマーカー貼付位置 は、以下の通 りである (表 2、図 2 )。

本 実験に使用 したマーカーは合計 4 2 個であった。本研究にて考案 した詳細 な腰部挙動を

解析する為 、検者は被験者の腰椎横突起付近の皮膚上 (棘突起直上 より外 側約 2c m)に
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体表マーカーを貼 付 した。また、データ解 析 の対象 は床反力計上 で撮像 した試 技の内 、各

セット内 の 1 0 および 2 0 回目のみとし、延べ 10 回分のデータ解析 を行 った。  

 

 

I I - 5 )  3 次元座標系  

本研究で算出する腰部挙動は、3 次元座標系を作成 して算出 した。3 次元座標系の定

義は、 I n t ern a t i on a l  So c i e t y  o f  B i om ec han i c s ( I SB )が定めた関節座標系に沿 って行

った。骨 盤座標系 (PS IS )は、両側のマーカーを結んだ軸 (投手側から捕手側マーカーに引

く )を「Z 軸 」、両 側のマーカーの中点 と 1 つ上の点 ( L 5 )の両側マーカーの中点 を結んだ軸 を

「仮 の Y 軸 」、右 手の法則により仮の Y 軸 と Z 軸を外積 した軸 を「X 軸 」、さらに同法則によ

り Z 軸 と X 軸を外積 してできた軸 を「Y 軸 」として構成 した。腰 部座標系 (L5 ,  L 3 ,  L1 )も同 様

の方法により定 義 した (図 3 ,  4 )。  

次に、腰部挙動は、以上により作 成 した骨盤座標系および腰部座標系を用いて、骨盤

に対する腰部の相対的位置をカルダン角にて算出 した。カルダン角は 3 次元座標系 を Z 軸 、

Y 軸 、X 軸の順で回転することで求めることができ、それぞれ屈曲 ・伸 展 、回旋 、側屈 を表す

(表 3 )。  
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I I - 6 )  期分け方法  

野球の打撃動作は、打者が投手の投球動作にタイミングを合わせる為に投手側の足 を

挙げる期 、同足 を下げる期 、ボールインパクトまでバットを前方に振 る期 ならびにボールインパ

クト後 のフォロースルー期で構成 されている。本 研究 は、それぞれの期を準備期 、スイング前

期 、スイング後期ならびにフォロースルー期 とした (図 5 )。定 義の詳細は以下の通 りである (表

4 )。  
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I I - 7 )  統計処理  

腰部挙動をカルダン角で期別に算出 した後 、各期 を 1%ずつ刻み 1 00 個毎のデータを

検出 した。さらに期毎に 100 個あるデータを 4 等分 し、被験者によって異 なる各期のデータ

数 を Pe rc en t i l e により同 じデータ数に変換 した。このデータ処理は統計処理を遂行 しやすく

する利点がある。  

腰部挙動を検討する為に、期別の振 る舞いと素振 り回数の 2 要因にて多変量検定を行

い、下位検定は B o nf err on i 法 を用いた。有意水準は 5%とした。  
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I I I -① .  結果  (高 レベル群 )  解析対象である 1 0 ,  2 0 ,  4 0 ,  5 0 ,  70 ,  80 ,  1 00 ,  110 ,  1 30 お

よび 14 0 回目における各期の腰部角度 を比較 した結果 を以下に示す。また、 10 回目 と

100 回目の角度変化 を各項目についてグラフに示す。  

I I I -① -1 )  回数別による腰部回旋角度  

解析対象である 1 0 ,  2 0 ,  4 0 ,  50 ,  70 ,  8 0 ,  1 00 ,  11 0 ,  130 および 140 回目における各

期の腰部回旋角度を比較 したが、回数別の腰部回旋角度に有意な差を認めなかった。  

 

 

I I I -① -2 )  回数別による腰部屈曲 /伸展角度  

解析対象である 1 0 ,  2 0 ,  4 0 ,  50 ,  70 ,  8 0 ,  1 00 ,  11 0 ,  130 および 140 回目における各

期 の腰部 屈曲 /伸展 角度 を比 較 したが、回 数 別 の腰 部屈 曲 /伸 展角 度 に有意 な差 を認 め

なかった。  
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I I I -① -3 )  回数別による腰部側屈角度  

解析対象である 1 0 ,  2 0 ,  4 0 ,  50 ,  70 ,  8 0 ,  1 00 ,  11 0 ,  130 および 140 回目における各

期の腰部側屈角度を比較 したが、回数別の腰部側屈角度に有意な差を認めなかった。  
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I I I -① -4 )  腰部回旋角度  

回 数 別 において角 度 の変 化 に有 意 な差 は認 めなかった一 方 で、期 内 において腰 部 回

旋角度の有意な差は認めた (図 9 )。  

 

L 5 のスイング前期において、76 ~1 00 %の腰部は 0~ 25 %ならびに 2 6~5 0%に比べて有意

に捕 手 側 に回 旋 した ( p <0 .0 5 )。さらに、L 5 のスイング後 期 において、 7 6~ 100 %の腰 部 は

0~2 5%ならびに 2 6~ 5 0%に比べて有意に投手側に回旋 した (p < 0 . 05 )。  

L 3 のスイング前期において、L 5 と同 様に、76 ~10 0%の腰部は 0~ 2 5%ならびに 26 ~50 %

に比 べて有 意 に捕 手 側 に回 旋 した (p < 0 . 05 ) 。 さ ら に 、 L 3 の ス イ ン グ後 期 において 、

76~ 100 %の腰部は 0 ~25 %に比べて有意に投手側に回旋 した (p < 0 . 05 )。加 えて、L 3 のフ

ォロースルー期において、51 ~7 5%および 76 ~10 0%の腰部は 0 ~ 2 5%に比べて有意に投手

側に回旋 した (p <0 .0 5 )。  

L 1 のスイング前期において、76 ~1 00 %の腰部は 0 ~25 %に比べて有意に捕手側に回旋

し た (p <0 . 05 ) 。 さ ら に 、 L 1 の フ ォ ロ ー ス ル ー 期 に お い て 、 26~ 50 % 、 51 ~75 % お よ び

76~ 100 %の腰部は 0 ~25 %に比べて有意に投手側に回旋 した (p < 0 . 05 )。  
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I I I -① -5 )  腰部屈曲 /伸展角度  

回 数 別 において角度 の変 化 に有 意 な差 は認 めなかった一 方 で、腰 部 回 旋 角 度 と同 様

に、期内において腰部屈曲 /伸展角度の有意な差は認めた (図 10 )。  

 

L 5 のスイング後期において、76 ~1 00 %の腰部は 26 ~50 %ならびに 51~ 75 %に比べて有

意に伸展 した (p <0 .0 5 )。  

L 3 のスイング後期において、76 ~1 00 %の腰部は 26 ~50 %ならびに 51~ 75 %に比べて有

意 に 伸 展 し た (p < 0 .0 5 ) 。 ま た 、 0~ 25 % の 腰 部 は 51 ~7 5% に 比 べ て有 意 に 伸 展 し た

(p < 0 .0 5 )。  

L 1 のスイング後期において、76 ~1 00 %の腰部および 0~ 25 %は 51 ~75 %に比べて有意に

伸展 した (p <0 . 05 )。さらに、L 1 のフォロースルー期において、5 1~ 7 5%および 7 6 ~10 0 %の腰

部は 0 ~25 %に比べて有意に伸展 した (p < 0 . 05 )。  
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I I I -① -6 )  腰部側屈角度  

回数別 において角度 の変化に有意 な差 は認 めなかった一 方 で、腰 部 回旋および屈曲 /

伸展角度 と同様に、期内において腰部側屈角度の有意な差は認めた (図 11 )。  

 

L 5 のスイング後期において、76 ~1 00 %の腰部は 26 ~50 %ならびに 51~ 75 %に比べて有

意に捕手側に側屈 した (p <0 .0 5 )。さらに、L 5 のフォロースルー期 において、5 1 ~75 %ならび

に 76~ 100 %の腰部は 0 ~25 %に比べて有意に捕手側に側屈 した (p < 0 .0 5 )。  

L 3 のスイング後期において、0 ~25 %の腰部は 26 ~5 0 %、5 1~ 75 %ならびに 76 ~10 0%に

比 べて有 意 に投 手 側 に側 屈 した (p <0 .0 5 ) 。 さ らに 、 2 6~ 50 %の腰 部 は 51 ~7 5%および

76~ 100 %に比べて有意に投手側に側屈 した (p < 0 .0 5 )。  

L 1 のスイング後期において、0 ~25 %の腰部は 26 ~5 0%、5 1~ 75 %ならびに 76 ~10 0%に

比 べて有 意 に投 手 側 に側 屈 した (p <0 .0 5 ) 。 さ らに 、 2 6~ 50 %の腰 部 は 51 ~7 5%および

76~ 100 % に 比 べ て 有 意 に 投 手 側 に 側 屈 し た (p <0 . 05 ) 。 加 え て 、 51 ~ 75 % の 腰 部 は

76~ 100 %に比べて有意に投手側に側屈 した (p < 0 .0 5 )。  
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I I I -② .  結果  (コントロール群 )  解析対象である 10 ,  20 ,  40 ,  5 0 ,  70 ,  8 0 ,  100 ,  110 ,  1 30

および 140 回目における各期の腰部角度 を比較 した結果 を以下に示す。また、 10 回目

と 10 0 回目の角度変化を各項目についてグラフに示す。  

I I I -② -1 )  回数別による腰部回旋角度  

コントロール群において、解析対象である 10 ,  20 ,  40 ,  50 ,  7 0 ,  80 ,  100 ,  110 ,  13 0 およ

び 14 0 回目における各期の腰部回旋角度 を比較 したが、回数別の腰部回旋角度に角度

は有意な差を認めなかった。  

 

 

I I I -② -2 )  回数別による腰部屈曲 /伸展角度  

コントロール群において、解析対象である 10 ,  20 ,  40 ,  50 ,  7 0 ,  80 ,  100 ,  110 ,  13 0 およ

び 140 回目における各期の腰部屈曲 /伸展角度 を比較 したが、回数別の腰部屈曲 /伸展

角度に有意な差を認めなかった。  
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I I I -② -3 )  回数別による腰部側屈角度  

コントロール群において、解析対象である 10 ,  20 ,  40 ,  50 ,  7 0 ,  80 ,  100 ,  110 ,  13 0 およ

び 14 0 回目における各期の腰部側屈角度 を比較 したが、回数別の腰部側屈角度に有意

な差を認めなかった。  
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I I I -② -4 )  腰部回旋角度  

回 数 別 において角 度 の変 化 に有 意 な差 は認 めなかった一 方 で、期 内 において腰 部 回

旋角度の有意な差は認めた (図 1 5 )。  

 

L 3 のフォロースルー期において、51 ~7 5%および 76 ~10 0%の腰部は 0~2 5%に比べて有

意に投手側に回旋 した (p < 0 .0 5 )。  

L 1 のフォロースルー期において、51 ~7 5%および 76 ~10 0%の腰部は 0~2 5%に比べて有

意に投手側に回旋 した (p < 0 .0 5 )。  

 

I I I -② -5 )  腰部屈曲 /伸展角度  

回数別において角度の変化に有意な差は認めなかったが、期内における腰部側屈角度

の変化 も有意 な差を認めなかった (図 16 )。  
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I I I -② -6 )  腰部側屈角度  

回 数 別 において角度 の変 化 に有 意 な差 は認 めなかった一 方 で、腰 部 回 旋 角 度 と同 様

に、期内において腰部側屈角度の有意な差は認めた (図 17 )。  
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L 5 のスイング後期において、51 ~7 5%ならびに 76~1 00 %の腰部は 0~2 5%に比べて有意

に捕手側に側屈 した ( p <0 .0 5 )。  

L 3 のスイング後期において、51 ~7 5%ならびに 76~1 00 %の腰部は 0~2 5%に比べて有意

に捕手側に側屈 した ( p <0 .0 5 )。  

L 1 のスイング後期において、0 ~25 %の腰部は 26 ~5 0%、5 1~ 75 %ならびに 76 ~10 0%に

比 べて有 意 に投 手 側 に側 屈 した (p <0 .0 5 ) 。 さ らに 、 2 6~ 50 %の腰 部 は 51 ~7 5%および

76~ 100 %に比べて有意に投手側に側屈 した (p < 0 .0 5 )。  
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IV .  考察  

IV -1 )  新技法による腰部回旋挙動の算出  

従来の研究では腰部 挙動 を算出することは難 しいとされ、とりわけ動作中の腰部回旋挙

動 を知 る手 立 てはなかった。また、野 球 素振 り動 作 における腰 部回旋挙動 に関する先 行研

究 はない。そこで本 研 究 は新 しい試 みとして、腰 椎 横 突 起 付 近 の皮 膚 上 (棘 突 起 直 上 より

外 側約 2c m )に体表マーカーを貼付 して腰部挙動を算出 した。その結果 、本研究に用いた

新技法は素振 り動作中の腰部回旋挙動 を表すことができた (図 6 ,  7 ,  8 ,  1 2 ,  1 3 ,  1 4 )。  

素振 り中 の腰部はスイング前期 (遊脚側の最高到達点 から足 の床反力が反応するまで )

で一旦捕手側に回旋 し、スイング後 期でインパクト地 点 に到達するまでに投手側に回旋 し、

フォロースルー期 で最大 回旋 を行 うことが明 らかとなった。スイング前 期 での骨盤 に対する腰

部の捕手側への回旋 は、骨盤が腰部に先行 して投 手側に回旋 していくことで、相 対的 に腰

部が捕手側に回旋 され、ねじれの力 を生み出 していることを示 唆 している。一 方のスイング後

期での骨盤に対する腰 部の投手方向への回旋は、スイング前 期 にて腰部が捕手側に回旋

しながら生 じさせたねじれの力 を、遊 脚 側 の下肢 を着地 させて骨 盤回旋運 動 を止 めることで

腰 部 が投 手 側 へ回 旋 していくことを示 唆 している。野 球 の現 場 において、指 導 者 や選 手 が

「壁 を作 る」という表 現 を用 い、遊 脚 側 の足 を壁 にして回 旋 を行 う事 を目 指 していることに対

応すると考 える。  

 

IV -2 )  腰部回旋挙動 と腰部側屈挙動および腰部障害 との関連性  

前述 したとおり、素 振 り動 作 中 の骨 盤 に対 する腰 部 は、スイング前 期 で捕 手 側 に回旋 、

スイング後 期 で投手 側 に回旋 、さらにフォロースルー期 で最 大 回旋 を行 う。この動 作特 性 を

考 慮 すると、右 打 者 の場 合 、骨 盤 に対 する腰 部 の捕 手 側 への右 回 旋 は右 側 の腰 椎 椎 間

関 節 での衝 突 、投 手 側への左 回 旋 は左 側 の椎 間 関 節 での衝 突 を引 き起 こすことが考 えら

れる。  

また、図 8 では、腰部はスイング前期で投手側に側屈 し、スイング後期からフォロースルー
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期 にかけて捕 手 側 に側 屈することが明 らかとなった。腰 部 回 旋 挙 動 と合 わせると、素 振 り動

作 においてスイング前 期 の腰 部 は投 手 側 に側 屈 しながら捕 手 側 に回 旋 し、スイング後 期 の

腰 部 は捕 手 側 に側 屈 しながら投 手 側 に回 旋 することを示 唆 する。動 作 中 の回 旋 は左 右 の

腰 椎 椎 間 関 節 同 士 の衝 突 を生 じさせるが、腰 部 側 屈 挙 動 が加 わることで椎 間 関 節 にかか

る圧縮 ストレスをより増 大 させるのではないかと考 えられる。Sai ry o らは右利 きの野球選手は

右側の腰椎関節突起間部に疲労骨折が起 こりやすい事 を報告 しており 7 )、本 研究の結果

が示唆 した素振 り中の腰部挙動が分離症の発生機序を示 していると考 えられる。  

 

IV -3 )  素振 り動作の反復が腰部挙動に与える影響  

一方で競技 レベルの高い群 とコントロール群の両群において、素振 り回数 を増やすことは

腰部挙動に有意な影響を及ぼさない (図 6 ,  7 ,  8 ,  1 2 ,  1 3 ,  1 4 )ことが明 らかとなった。本 研究

は競技 レベルが低 い選手は素振 りの回 数 が増 えるにつれて過度 の腰部回旋 を生 じさせると

いう仮 説 を基に立案 したが、本 研 究 の結果 はその仮説 を立証 できなかった。本 来 の腰椎自

体の回旋角度は 1~ 2 度 とされ、1 つあたりの腰椎は回旋動作を行いにくい構造を有 している。

故 に競 技 レベルの高低に関わらず、素 振 りの回数が増 えることにより腰 椎 回旋角度が大 きく

変 化 することが見 込 めないと考 えられる。さらに、本 研 究 の対 象 であるコントロール群 の選 手

は、現 役 を退 いているものの、高 校 までの野 球経 験 を有 し、さらに高 い運 動 能 力 を有 してい

る本 学部 の学生 であることから、機 能 面 の著 しい低 下 が生 じることがなく、それが素振 りの反

復動作による腰部挙動の有意な変化 を生 じさせなかった一因であると考 えられる。成 長 期の

選手等の非熟練者を被験者 とすれば、本研究 とは異 なる結果が表れる可能性がある。  

 

IV -4 )  本研究の限界  

本研究に用いた新技法は、素振 り動作中の腰部回旋 を算出することが可能であることを

示 したが、本 研 究 のように体 表 マーカーを腰 部皮膚上 に貼付する場 合 、皮 膚 上 マーカーの

動 きと腰椎自体の動 きの関連性 を検討する必要がある。脊 椎の回旋挙動を C T 検査によっ
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て解析 し、同 時に 3 次元動作解析装置によって皮膚マーカーによる回旋角度を解析 した結

果 を比 較 することによって、その信 頼 性 を評 価 することができると考 えられるが、実 際 には両

者 を同時に計測することは困難である。そのため本研究で用いた解析方法の信頼性 を評価

されていないところが本研究の限 界である。また、本 研究は体表マーカーを腰椎横突起付近

の皮膚上 (棘突起直上 より外 側約 2c m)に貼付 し腰部挙動 を解析 したが、体表 マーカーが

腰 椎 横 突 起 上 に貼 付 されているかを確 認 する必 要 がある。体 表 マーカーを腰 椎 横 突 起 に

貼 付 した被 験 者 を立 位 姿勢 でレントゲン撮 影 を行 い、腰 椎 横 突 起 自体 と皮 膚 上 に貼 付 し

たマーカーとの位置関係 を検討することで信頼性を評価することができると考 えられる。したが

って、体 表マーカーの信頼性 を評価 していないことが第 2 の本研究の限界である。加 えて、

各 被 験 者 で背 部 の筋 肉 の付 き方 が異 なることを考 慮 すると、立 位 姿 勢 の状 態 で既 に腰 椎

が回 旋 している可 能 性 が考 えられる。故 に、本 研 究 の試 技 前 に、体 表 マーカーを付 けた状

態 での解剖学 的肢位 ならびに自動 での上肢回旋時 の腰椎 回旋 角度 を解析する必 要 があ

ったと考 えられる。  
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V .  結論  

本研究 より以 下の事が明 らかとなった。  

 

V -1 )  新 しく考案 した方法を用いて腰部挙動 を解析 した。  

  素 振 り動 作 において、投 手 側 の脚 を着 地 するまでは、骨 盤 が腰 部 に先 行 して投 手

側に回旋する為 、腰椎は一旦捕手側に回旋する。  

  投手側の脚 を着地 した後は、腰部が骨盤に対 して投手側に回旋する。  

V -2 )  素振 りの反復動作による腰部挙動の変化 を認めなかった。  
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